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平成26年度 行政評価の取組結果（技術監理室）
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【Check】　　評価　／　【Action】改善

H26年度H26年度 H25年度

人数

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H28年度
施策の方向性

人件費（目安）

H25年度 H26年度

明日の公共事業を支える
人材確保・育成事業

建設業の若年就業者の減少によ
り、インフラの維持管理に関す
る担い手不足が懸念されるな
か、建設技術の魅力を発信し、
公共事業への理解をより深める
ことで、将来にわたる建設業の
人材確保・育成を図る。

事業評価の成果指標（目標・実績）

2,800

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業

主要事業
所管課名 事業概要

イベント参加者の86％の方が建設業へ
の関心を示しており、事業は順調であ
ると判断。

順調5,400―2,456

42,900

建設業の魅力向上のためには、地道な
広報活動が必要であり、Ｈ28年度も継
続して実施。

【評価理由】
イベント参加者の86％の方が建設業へ
の関心を示しており、事業は順調であ
ると判断。

【課題】
これらの取組みを、いかに幅広く市民
の方に浸透させていくかが今後の課
題。

順調

―1,1603,000 順調

稼動している現場の市監督員並びに受
注者を指導し、不安全箇所等を改善さ
せることで、即時的に事故の抑制を図
る。また、建設現場の現状を把握し、
整理・分析を行った上で、今後の市監
督員並びに受注者の指導・育成に活用
する。

順調
市発注工事における事故件
数

【評価理由】
不安全箇所の改善について、監督員及
び受注者への指導がより多く出来たこ
とから、順調と判断。

【課題】
点検件数について、月毎のバラツキが
生じているのが、課題。

Ⅴ-3-(1)-① 
都市基盤・施
設の適正な整
備

目標達成は出来なかったが、不安全箇
所の改善について、監督員及び受注者
への指導が出来たことから、順調と判
断。

技術企
画課

15件
(H26年度)

検査課

順調
【評価理由】
昨年度に引き続き平成26年度も目標を
達成しており、順調であると判断。

Ⅵ-3-(3)-②
建設リサイク
ルの推進

【施策評価のみ】
建設リサイクルの推進

技術企
画課

【施策の内容】
北九州市発注の公共工事を対象
に、建設副産物の発生抑制や建
設廃棄物の再資源化の徹底、再
資源化された建設リサイクル資
材の利用促進に取り組む。

公共工事安全対策強化事
業

前年度に引き続き、建設廃棄物の再資
源化率の目標達成を目指す。

【施策の指標】
建設廃棄物の再資源化率

 95.0％
(H26年度)

― ― ― ― ――

Ⅰ-2-(3)-② 
技術・技能を
継承する人材
の育成

―

13件
(H29年度)

市が実施する公共工事の安全対
策強化のため、安全指導を専門
とする安全パトロール隊を設置
し、事故の抑制を図る。

70%
(H26年度）

―
建設業に対する関心度（イ
ベント参加者アンケートに
よる）

8


